
資料  1 (「 学習指導要領」)

H201沢 CS

0)B 書くこと

(1)'く ことの健力を■てるため.次の事項について檜導する.

(小 )第 1牛牛及び第 2学卒 (小 )"3牛 年及び第 4牛■ (小 )事 5■年及び第 6牟■

='7
(2〕 経験 したこ とや想像 したことな ど|(つ

いて.晟 序 を壼 理 し.簡 単 な輌成 を考 ぇ

て文や文章 を
=く

籠力 を身に付 け させ る

とともに 迪んで■こうとする急度を青
てる.

(2)相手や目的に応じ.口 べたことなどが

伝わるように.彙 嗜相工の

“

薇などに注

tし て文■を,く 籠力を分に付けさせる

とともに.工 夫をしながら●こうとする

思魔を■てる.

(2)目 的やま口に応 じ.考 えたことなどを
文●全体の,蔵 の働晏を,た て文,に 書
く鮨力を分に付けさせるとともヽ ヨ切
に
=こ

うとする意虔を,て る.

=應
改定

や取材

ア 選験 したことやな像 したことなどから

● くことを決め ,こ うとする●■に必

要な亭薔を燿めること。

ア ロなのあることなどから,く ことを決
め 相手や目的に応 して 'く 上で必晏

な●●を口べること.

ア 考えたことなどから

'く

ことを決め

B的や,国 に0じ て ,く ,輌 を11彙 し

全体を見通して0輛 を菫理すること.

構 成 イ 文,全体における晨存りま」 を■■ し

自分の考 えが明■ になるように 晨薔櫓

工の口曇 などに住8し て文拿 を●鷹す る

こと.

イ 自分の考ぇを明■に表凛するため 文
Ⅲ全体の薔曖の●果を考ぇること。

記述  ヽ ウ 日と層や文と文との績き方に注0し な

がら つなが ,のある文や文睾を,く こ

と。

ウ ,こ うとすることの中oを 明

“

にし
目的や必■に

`し
て理由や事例を準げて

,く こと.

工 文章の敬体と常体との追いに注■しな
がら,.く こと.

ウ 事実と●摯.● 見などとを区別すると
とも1= 目的,t口 に0こ で籠単に,い
た0:0し く,いた,すること.

工 ,1用 したう □
=や

グラフなどを用い

たoし て. 自分の考えが伝わるように,
くこと。

撻晟 オ 文拿の間遇いを正したう. よりよい猛
翼に,さ こしたりすること。

オ =■の効果などについて籠かめたうエ
えしたうすること.

交流 オ ●いたものを籠み合い よいところを

見付けて感想を,わ こと.

力 ,いたものを発表 し合い.,さ 手のサ
えの明薇 きなどについて意見をエベ合う
こと.

力 ,いたものを発表しない.表現の仕方
に,日 して動

=し'う

こと.

=活
活動

例

ア 想0し たことなどを文中に

'く

こと.

イ 経験したことを■をする,■や観察し
たことを記録する文幸などを,く こと。

ウ 身近な事物を輌単に飩明する文,な ど

を■ くこと.

工 lζ 芥 したいことをメモにまとめたり
.

女摯に

'い
た0す ること.

オ 伝えたいことを簡単な手機に,く こと。

ア 身近なこと.想像したことなどを善に.

:1を つくったり.ウ 語を,い たりするこ
と.

イ 乗間に思ったことを口べて.■ 告する

文摯を,い た0 牛晨新関などにな した

0す ること.

ウ 収集 した賣

"を

効果的に■い.■ 明す
る文摯などを,く こと,

工 8的 に合わせて使漱状.彙 内状 礼状

などの手rを ●くこと.

ア 経験 した こと.想 (0し た ことな どを■

に.静 や短歌 |)何 をつ くった 0 物饉

や嶽摯 などを書いたりすること.

イ 自分の暉■ についてロベ.■ 見 を屁述

した文摯や置山を■告 した文Ⅲな どを,
いたり●● したりすること.

ウ ●ウのよさを多くの人に伝ぇるための

文

"=●
くこと.

(中),1学年 (中)第 2学年 (中 )第 3■年

目 層 総 合

]擦 (2)目 的や意図 にSじ . B
彎生活 にかか わるこ とな

どについて.■成を考ぇ
て的■に,く お力を身に
付けさせるとともに 選
んで文

=を
■.い て考ぇを

まとめようとする●度を

'て
る.

(2)目 的やt国 に応 し.社
会生活にかかわることな

どについて.椰威を工夫
して分が ,や すく,く

“
力を分に付 1,さ せるとと

も1= 文拿を,い て,え
を広げようとする思皮を

,て る.

(2)目 的や 菫国 に6じ .社
会生活 にかか わるこ とな

とについて ●■の晏

“
を工夫 して書 く餞力を分

に任け させるとともに
.

文攀を,い て,た そ凛め

ようとする●層を,て る.

(1)次の

'項
について指● す る.

コ遇 設 定

や取材

ア ロ
=生

活の 中か ら苺菫

を決 め 材 料 を集 めなが

ら自分のオ えを まとめる

こと.

ア 社会生活の中から:,日

を決め.多 様な方法で,
it集めな″ら自分の,
えをまとめること.

ア 社会奎薔の中から,日
を決め.取 材を■ |`し
ながら●分の,え を濠め

るとともに 文拿の形●

t ttRし て適切を颯咸を

工夫すること.

嘔 材 ヨ 定

取お 猥■

の工夫

ア 'l手や目的に0じ て層材 を

■び 文拿の形思や文体.=
句などを工夫して,く こと。

■ 成 イ 彙め た

'■
を分 顆す る

な ど して菫■ す るととも

に.●●の役」を

'た
て

文
=を

椰咸すること。

イ 自分の立● 及び伝 えた

い,実や●●を明■にし
て 文●の,感 を工夫す

ること.

椰●

●述

イ ●■の●蔵や晨厠を工夫 し
.

●■に■づいて自分の考ぇを

文tに まとめること.

2述 ウ 伝 ぇたい手 実や

"について. 自分 の考 ぇや

"
"ち

を,姜 を明
"に

して
,く こと。

ウ 事実や事柄.■ ■や心

"が
相手に,彙的にFわ

るように.■明や具体
"を加えた, 薔写t工夫

した0し て,く こと.

イ ●■の晏ロ セエ夫 し.

賣iti切 に,1用 するな

どして.1:●′,の ある文

摯を■ くこと. ウ 対象を●■に籠明 した 0■

`し
たうするなど ■,な 表

■の([方 を考えて,く こと.

推 敲 工 ,いた文章を籠み返し.

■●や籠旬の月晨.叙述
の仕方などを饉かめて

菫みやす く,オ かりやすい

文■にすること.

工 ,いた文●を籠み嬌し.

躍匈や文の■●'方  晨喜

相二の日暴などにと二し

て.菫みやす く分かりや

すい文■にすること.

ウ ,いた文●を,tみ 退し

文章全体を菫ぇること。

,Lな

評価

支洸

會:ζ 活動例

工 優 れた■■ 1=書 して その条

件 を,え た う.■い た文 ■ に

つ いて自己r● や檜工 r●
=行 ぅた りして. 自分の,■ に

0立てるとともに. ものの見
方.感 じ方 考え方を■かに
すること.

ア "景や心情の描子を取 ,入
れて いまをつくつた 0嵐摯
なとを●

'い
た0すること.

イ 出央を明示 して文
=や

図■
などを引用 し.眈明や意■を
とを,く こと.

ウ 相手や 目的に応 した日句 を

用い.手工や量知などを,く
こと.

交 流

=層
活動

例

オ ,いた文章を工いに続
み
'い

.題 村のとらえ方
や材キの用い方.根拠の

明薇 きなどについて意見

を述べたう. 自分の■現
の,考にしたりすること。

ア 関心 のある芸術 的 な作

品 な どにつ いて.こ 賞 し

たことを文■に
=く

こと.

イ ロ,な どを用いた醜明
や屁螢の文拿を,く こと。

ウ ,,等 の案内や報告を

する文章を■ くこと.

オ ,い た文摯を工いに驚
み合い.文 章の尊威やけ
■の活用の仕方などにつ
いて,え を述べた勁 =をした0し て. 自分の考
えを広:デること.

ア 表現の仕方 を工夫 して .

静歌 をつ くった り鮨嗜を

どを,いたりすること.

イ 多椎を考 えがで きる,
輌 |=つ いて 立場 を決 め

て,見 を述べる文拿を
'くこと.

ウ 社会生活に必要な手紙
を,く こと.

工 ,い た文Ⅲを工いに贅
みをい.籠■の晨円の仕

方や
=■

の([力などにつ

いてr“ して自分の■ヨ
に役立てるとともに. `
のの■オや

=え
方を置め

ること.

ア ロ心のある事柄につい

て掟
「

する文睾を,く こ
と。

イ ロ的に応じて様々な文

'な
とを集め.工夫して

欄芸すること。

(2)(1)に示す事項については.例 えば. 次のような曾躇活韓 通して

"事
するものとする。
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イ 自分 の考 えr呵■ になるように.■●

の嘔序 に沿つてロニを椰鷹 を考ぇること。

工 文,を 籠み返すヨ■ を付け るとともに

同違い などに気付 き 正すこと.



H"メ 22豚ぃ

指導事項・言語活動例

と・間くこと,書 くことに関する指導事項

口■轟舎

A目すこと・口くことい

材

咸

取

檸

ア 社会生活の中か ら諧層 を決め. 自分の任験や知彙 を菫量

して考えを まとめ.■句 や丈を解 的に■い.資料 をとを

活用 して晟得力のある置をすること.

ア 嬌層について様々なハ屁から検討 して自分の考えをも
ち 晨■を明■にするなど,■の■咸や曇口を工夫して憲
えを述べること。(■ 3A(1,ア )

●■菫定話鳳設定

話すこと

●(こ と

イ 場の状況や相手の,子 に応 じて舌す とともに.欧 臓t適
切に使 うこと.

ウ 田き取った内容や表現の仕方を,● して 自分のものの

見方や
=え

方を深めた0 ■■に生かしたりすること.

イ ロ的や■に応して 勉,的に

“

したり的■に国さ肛った
,すること.(中 3Aωイ ウ)

目■■ ■

内3■ 1

ア E■や■オ |=応 して,颯 を,集 し.

分な して. 自分のうえを,と めた 0

澤めた,すること,(口腱 全A●

'7.3(1,ア )

工 8的 やう に応 して.口 ■■ いや文

体な ど
=■

を工夫 して効果的に衝 し

た0●いた0す ること.(口醸 合A
(1)イ  エ.B(1,ア )

オ ●々な■■についてその始暴を吟
;ヽ した0.● いた文拿を二いに■み

合つて■,し た0し て. 自分の■■
や綸

“

に,立てるとともに. ものの

見方.嘔 じ方.考 え方を曇かにする

こと。(■

“ “

 (1● . B●● )

(,,,1)エ  ロ的やうに

`し
て.8彙遺

いや文作など
=夕

を工夫して力彙的

に着したり,い た0す ること.(口薔

●含 A(1)イ . 工 Bい )7)

(薔 ,1)ア  薔凰や■材にら して

'■
を

颯彙し 分析して. 自分の■えをま
とめた,晨めた0すること.(■

“合 A● 17. B〈 l〕 ア)

(■■)工  3●や●1■●じて.曾ni
いや文体など壼スを工夫して力果的
に■した0,いた0す ること。(口■

■合A(1,イ  エ B“ )ア )

ゥ 主晏や

`喘
など

`,■
的に伝わる

ように ●■の機鷹や

`年
の仕方な

どを工夫して■くこと.くロロ1=舎 B
O)イ . ウ)

(■■)オ ●々な■■についてその,
果を●峰した, 書いた文,t工い

に菫み合つて批,し た ,して. 自分
の■■やt厳 に,ユ てるとともに.

ものの見方 `し 方 ,え 方を■か
にすること.(■ 日110A(1)工  B(1,
工

)

エ ロ的や瞑層に応 して.瞑集 した様々

を■■を分i.壺理 して賣料を作成 し

童分の考ぇを効果鮨に表現すること.

(国層
=合

AOア .イ 3(1)ア  イ ウ)

瑾代文 B
内
=●

「

句の意味 用法を的■に■層 し
.

“

を■かにするとともに.文体や■

膵などの表凛上の籠 をとらえ. 自分
の■■や強離に●いとてること.(国 薔

栓合 A(1)工 . B(1■  事項(1)イ け》

(再■)オ ロ旬の■ヽ 用法を的磯 |こ

理解し 椰彙を■かにするとともに

,体や■絆などの■,上の僣tを とら

え.自 分の■現や菫厳に役立てること.

(□薔
`=A●

卜.B(1卜 .●項(1)イ (イ ))

＝

咸

取

輌

ヽ

●し,う こと

工 重をいが効果的に晨目するように恙行の生方を工夫し

,日 の解決に向けて工いの考ぇを生かし合うこと.

e■ )ウ 関きなった内書や■■の■方を,■ して 自分
のものの見方やすた方を滉めたう.■■に生かした0す る

こと.支

Ｆ

取材

ア 社会生活の中から摯●を決め 取材を■ りもしながら自

分の考ぇを浮めるとともに 文,の形撃を■択して洒切な

,咸を工夫すること.

口すこと

蜀くこと

ウ 躁■を層決した0考えを滉めた0す るために.相手の立

=マ
,た を●菫し.■■の仕方や違Fの 1:方 などを工夫し

て鮨し合うこと。 (中 3A(1● )

イ ●手のユうや昇なる考えを●菫し
て,● を解決するために.3■の妥

“

性を■晰しな′ら●しをうこと.

(□■1=合 A● )ウ )

工 着したり口いた ,● し合つた0し たことの内字や■■の

仕方について自己舒●や相工,“ を,い.自分の饉し方や

,■ 遺V.に役立てるとともに. ものの見方 感じ方.考 え

方を■かにすること,(中 3Aは ,ウ ) ,■

話し,う こと

支 凛

■●■定

,■の工夫

3■ くことい) 8■ くこと(1'

層材il定

表現の工央

嬌威

イ 籠理の■日 t工夫 し. 賣■ を邁切に,1用するをとして 薇

■力のある文章を,く こと。

(2年 )ウ ,実 や●晰,.意 見やo,|が1=手に効果的に伝わ

るように.■明や具体例を加ぇたう 打写を工夫した0し
て,Kこ と。

ウ ,いた文章を饉み[し.文,全体を菫えること.

工 ,いた文■を工いに置み合い.級 の■日の仕方や表現
のせ方などについて

「
洒して自分の■■に役立てるととも

に. ものの■方や考ぇ方を晨めること.

ア 相手や目的に● じて●絆を■び.文車の形彗や文● ●

句などを工夫して,く こと.(中 OB● )ア )

イ 自理の構鷹や晨硼を工夫し "姜に薔づいて自分の■え

を文,に まとめること。(中 330)ア イ)

ウ オ拿を
"■

に■,し た01●
=し

た0す るなど.■,を ,
■のt[方 を,たて,く こと。(■ 2B(1)ウ )

(薔■)エ  ロ的や ●● に0し て. 瞑姜

した,力 を,■ を分析.菫理して,■
を作虜し.自分の考えを力■●に■■
すること.(□ E■合Aω ア. イ. 3
〈1)ア  イ ウ)

取 材

崚

　

　

　

　

ヨ

●

　

　

　

　

●

工

流

価

担

支

Ｆ

付彙 G

工 優れた,現 に使 してその条件を,えたり ,い た文章|=

ついて自己

"う
や相工1子●を行った0し て 自分の■夕 lt

掟立てるとともに. ものの■力.感 じ方.,た
'を

■かに

すること.(中 3BOウ .工 )

口

■

●

”

文

”
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中学摯 (3年 )

A踵すこと・固くことい

~~~~ヽ

●6 1
|

_」

記述

(再■)ア を 奎生活の中か ら摯日 を決め.取■ を■ ,通 し

なが ら自分の考 えを藻めるとともに 文 ,の形菫 を
=Rして適切を檸咸 を工夫す ること.
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B書 くこと

付録 6

(4ヽ )第 1学年及び第2学年 (小 )第 3学年及び第 4学年 (小 )第 5学年 及 び笙 6学 年

に に る

題材の設定
ア 経験 した ことや想像 した

ことなどか ら,く ことを見
付 け,必 要 な事柄 を集 めた

,確 かめた ,し て,伝 えた
いことを明確にすること.

ア 相手や目的 を意識 して
,

経験 したことや想像 したこ
となどから

'く

ことを選

`集めた材料を比較したり分
類した ,し て,伝 えたいこ
とを明確にすること。

ア ロ的や意図に応して,感
じたことや考えたことなど
から■ くことを選び,集 め
た材料を分類したり関係村
けた ,し て,伝 えたいこと
を明確にすること。

情報の収集

内容の検討

構成の検討

イ 自分の思 いや考 えが明確
になるように,事柄の順序
に沿 つて簡単な構成 を考 え
ること。

イ 書 く内容 の中心 を明確に

し, 内容の まとまりで段落
をつ くった 0.段落相互 の

関係 に注意 した 0し て,文
章の構成 を考えること。

イ 筋道 の通 った文章 となる
ように,文 章全体 の構成や
展開を考えること。

考えの形成

ウ 語 と語や文 と文 との続 き
方に注意 しなが ら,内容 の

まとま うが分かるよ うに 111

き表 し方を工夫すること。

ウ 自分の考 えとそれを支 え
る理由や事例 との関係 を明
確に して,■ き表 し方 をエ
夫すること。

ウ ロ的や憲国に応 して●I
に■ いた ,鮮 しく,い た り
するとともに,事実 と感想 ,

意見 とを区別 して,い た 0

するな ど, 自分の考 えが伝
わるように,き 表 し方 をエ
夫すること。

工 引用 した り,図 麦や グラ
フア

`ど
を用 いた 0し て, 自

分の考 えが伝 わるよ )に ■
き表 し方を工夫すること。

記述

ヽ

推 敲

工 文章 を読み返す習慣 を付
けるとともに,間 違 いを正
した ,,語 と語や文 と文 と
の続 き方 を凛かめた うする
こと。

工 |・1違いを正したり,相手
や日0'を 意識した表現にな
っているかを■かめたうし
て,文や文■を整えること。

オ 文章全体の構成や,き 表
し方な どにな 目して,文 や

文
=を

壺 えること。

共有

オ 文章に対する感想 を伝 え

合 い,自 分の文章の内容や

表現の よいところを見付け
ること。

オ =こ うとしたことが明■
1こ なっているかなど.文 章
に対する感想や意見 を伝 え

合 い,自 分 の文章の よいと
ころを見付けること。

力 文章全体 の■咸 や展開が

明薇になっているかなど
,

文拿に対す る感想 や意見 を
伝 え合 い,自 分の文■の よ
いところを見付けること。

言語活動例

:通 して指導 す る もの とす る。

ア 身近 なことや経験 したこ
とを報告 した り,観察 した
ことを屁録 した りするなど,

見 聞 き した ことを● く活
動。

ア 層べたことをまとめて報

告するなど.事実やそれを
基に考 えたことを■ く活動 .

イ 行事の案内やお礼の文章
を

'く

など,伝 えたい こと

を手工に■ く活動。

ア ●象 を説明 した ,意 見 を
述べた ,す るなど,考 えた
ことや伝 えたいことを,く
活動。

イ 短歌や俳句 をつ くるなど,

感 じたことや想像 した こと

を

'く

活動。

ク 事実や経験 を基に,感 じ
た り″ えた ,し た ことや自
分に とっての意味について

文章に■ く活動。

(中 )第 1学 年 (中 )第 2学年

(1)■ くことに関する次の事項をリ

ア ロ的や意図に応 して, 日常生

活の中か ら題材 を決 め,集 めた

材料 を菫理 し,伝 えたい ことを

明薇にすること。

ァ ロ的や意図に応 して,社会生

活の中か ら題材 を決 ,多 様 な

方法で集めた材料 を壺理 し,伝
えたいことを明■にすること。

ァ ロ的 や意 図 に応 して,社 会
生活の中か ら露材 を決め,集 め

た材料の客観性や信頼性 を確認
し,伝 えたいことを明確にす る
こと。

イ 書く内容の中心が明■になる
ように,段落の役額などを意餞
して文■の構成や展開を考える
こと。

イ 伝 えたいことが分か ,や す く

伝 わるように,段落相互の関係
などを明■に し,文

=の
構成や

晨関を工夫すること。

イ 文章の種類 を選択 し,多様 な

読み手 を説得できるように論理
の展開な どを考 えて.文 ■の構

成を工夫すること。

ウ 根拠 を明■に しなが ら,自 分

の考 えが伝わる文章になるよ う

に工夫すること。

ウ 根拠の適切 さを考えて説明や

具体例 を加 えた う.表現の効果
を考えて摘写 した りするなど,

自分の考えが伝わる文章になる

ように工夫すること。

ウ 表現の生方 を考 えた ,資料 を

通切 に引用 した うするなど, 自
分の考えが分か ,や す く伝 わろ

文
=に

なるように工夫すること。

工 読み子の立場に立 って,表

“
や口旬の用法,叙 述の生方など

を■かめて,文章を饉えること。

工 饒み手の立場に立 って,表現
の効果などを■かめて,文章を

菫えること。

エ ロ的や意国に応 した表現にな
っているかなどを確かめて,文
章全体を整えること。

オ 根出の明■ さなどについて ,

"み
手か らの勁 口 な どを麟 ま

え, 自分の文章のよい点や改善

点を見いだすこと。

オ 表現の工夫 とその効果など |こ

ついて,競み手か らの勁きなど

を

"ま
た, 自分の文章の よい点

や改善点を見いだすこと。

オ 綸理の農

"な
どについて,議

み手か らの助言などを鮨 まえ,

自分の文章のよい点や改善点 を

見いだす こと。

旨,導 す る . )の とする。

ア 本や資料か ら文章や回表など

を引用 して説明 した う配録 した

,す るなど,事 実や それ をこに

考えたことを,く 活山。

イ 行事の案内や燎告の文
=を

■

くなど,伝 えるべきことを整理

して,く 活動。

ウ 静を制作 した り腱摯 を,い た

,す るなど,感 じたことや考え

たことを

'く

活動。

ア 多様を考えができる事柄 につ

いて意見を述べるなど, 自分の

考えを,く 活動。

イ 社会生活に必要な手紙や電子
メールを● くなど.伝 えたいこ

とを相手や媒体 を考慮 して,く
活動。

ウ 短欧ゃ俳句.物層 を創作す る

など,感 じたことや想像 したこ

とを

'く

活●。

ア

す

動 .

関心のある事柄について批評
るなど, 自分の考 えを,く 活

イ 情報を編集 して文幸にまとめ

るなど,伝 えたいことを菫理 し

て,く 活勁。
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|イ  日配や手紙を■くなど,

1 思ったことや伝えたいこと

l を■く活●。
i

|ウ 籠単な勁語をつくるなど,

1 感じたことや想像したこと
| を

=く
活動。

|

|

|

|

|

|ウ おや働薔をつくるなど.

I 感じたことや想像したこと

|を
●く活動.



H30族鉢
書くこと

0)● 〈ことt=口する次の事項を力|=付
`,る

ことがで,る よう■■する。

(2)(1)に 示す0啜については.例え|`.次のような
="活

●を最して書尊するものとする.

手録 4

(高)=ヨ 文化 (嵩 )■月日島

口材の鑽定

ア ロ的や
=口

ltπ して.■■金の中か

壼桂やCロセ々

"崚
して.伝 えたい

=とを明

“

1=す ること.

ア 自分の知口や体験の中が ,■切′
`用

を■味して.表■したいこ
菫

"

実社会や年■餃 宰目の■腱に■す

どの様´な口点か

`口
暉を収■.■

|し て. 目的や燎国にτ した■切・
`應を決めるこ

`.
イ 僣eの■当性や●錮性を吟礫 し・

`が,. 自分の文●や●点を明■にして.

主コ:を ,え
`][り

′

`“
tそ うえるこ

臓み子の■動 `4Shろ ■
'.綸

ヨ
晨

“

.憎口の分量ゃ菫晏度などを考

, 自分の,えや輛 が的■に伝わるよ
う.慢ぬの示し方や麟口のtt方を■え
るとともに.文■の■鍛や.文体.:=

イ 自分の体験ゃ思いが力彙的に伝わる
■,.文 章の

“

1.●」1晨

“

や.文
体,拮写.壽旬などの表■のt方をエ
夫すること.

ウ ■■の員・
`る

■み手を■●するため

て.力彙的な文象の●鷹や■理の晨ロ
を工夫すること.

`え

の形成

工 多口的 ,ハ的′

`“
点から自分の■

えを見直 した ,.根

“

ゃn■の吟味を
重ねた ,し て.主螢を明■にするこ

ナ ロ´の来の表夕の仕方や晨πの権遺

を吟¨する・
`ど

.文
=全

体の0電の明
晴さを■かめ. 自分の主■,`的綸に伝
わる女

"1=な

るよう工夫ナること.

ふ ‐ 目的や意国に応 じて書かれている,ヽ

などを■かめてユ ニ全体を姜えた ,.

腱み手がうの11=な どを■■えて.8
分の文車の,長●・晨日を掟え

=し
た ,

力 文

"の
相咸や晨

“

.薇現の仕方′
`どについて. 自分の主強が的籠に伝わる

ように,かれているがなどを中味 し
て.文菫全体を菫えた,.屁ス手,ち
の0■・

`ど
を■ ,た て. 自分の文■の

ア 瞼ヨ

"な
文●や■月の′

`文
章を目

み.本文ゃ■■を引月しながら.自分
の意見やキえをい述するこ●.

イ =み學,'必■とする■■に痣こで手
颯
=や

彗介文などを■いた,.,を

,す る薔●.

, ロベたことt菫■して.■●
=や

綺
,■■などに,と めるこ●.

ホ歌取)ゃ折旬・
`ど

を用いて.Oι
たことゃ発,し たこと11燿豪ゃ絆匈で
表した,.伝 lt行事や鵬

"な
どの文

化1=口する■材を選んで.饉螢などを

=い
た,する活●.

,定の資■について.●々′
`日

点か

イ 鍮定した■
"に

ついて.分析した内

立てて

'瞑
した内●tt見文などに,

|めた,す るこ●.

, 社会的な

“

■について,かにたい風
文やその日■■■を0■にして. 自分
の■えを燿い●文に,と め.性rt合

ェ 臓2し た■

"に

ついて多縁′
`■

■を
套め.ロペたことを菫電して.●力な
口点から●分の■見,■ えをn述する
籐■.

332 333

”
て
を

(た めに.選んだ■■
菫用して.甕■ した

(=)申 ]表現

3調ti現筏捜111撃 :管セ
とを■■にすること.

(高 )古真凛覚

イ 臓み手の口0が ,ら れるよう イ 臓み子の日意が

“

れるよう.覆切な根
■を効果的に用いるととい =.反

“

などを
想2し て●■の晨田1■えるなど.文■の
■崚や晨口を工夫すること.

ゥ "み子の夫■が4`れるよう.ヨ切な几
体,:を 力員的に配量するなど.文章の構成
ゃ展開を■夫すること.

, 文体のや鐘や0静の●

'・`ど
を

'慮
して.

饒み手を]|を 付ける独創的な文●になるよ

工 自分の考え 根拠 となる情報

.表現の仕方を

,1 自分の
■に結写

颯いゃ
=え

を明■にし.“ を的
した り説明した ,す るなど.■現

= 文■の,蔵ゃ晨

“

.表現の仕方などにつ
いて.伝えたいこ

`ゃ
感 じても

=い
たいこ

味して.文章全● を■えた,.屁 み子から
の動,な どを饉 ,え て. 自分の文,の

"■や層日を颯え菫 tた 0す ること.

ア 自由に■燿した ,11● セ●■にした

'して.小 饉P"α などをa伸 し.■rし 合 ,

薔●.

イ ■■人●の●口や,■の■牢亀 文体や
表■0菫饉●にと慮して●●いた. その■
に工夫したこ|′

`ど
を

“

tOっ た,.文菫
に,tめ た,す る活●.

グ き奥t■おとして小■を,く なと ●■

'3を
●●する活●.

ェ グ″―プで日(■けを■,■いで一つの
0畠 をつくo′

`ど
.共 口で,島

“"に
取,

力 誡み手に対 して自分の思いやうえ
'`効

果

味 して.文,全体を整えた ,.贅 み手がζ
の動

=な
どを目

'え
て. 自分の文翠の特長

ゃ銀日を提え直 した ,すること.

ア 社会的な嬌凰や0この
'味

などを●おに
.

自分のこいや■えについて.■■の魯目を
選んで■く凛●.

イ 文■と口薇や[像′
`ど

を目■● ,な がう.

全●●や●
==な

どを作咸する活●.

, ■明tや■●●の内寺を.日
"や=み

手
●応して

“

●し.広11■■などの

"の
最

式に■,■ える活●.

工 田介.■■.依■などの実お的な手麟や
電子メー′●を薔くこ●.

, 臓史した日,について,aな テ,it集め.

"べ
たこと,菫■した,話 し

'っ
た,し て.

自分や彙口の■■を■興
=′`ど

に,と める
輌●.

ハ

一
ど

代
な
め

ゃ初対面の人にインタビ
て聞いたことを.韓吝

=
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